
　 （　　）60（偕行　令和 7 年 3 ・ 4 月号）

令
和
7
年
新
春
靖
國
神
社
昇
殿
参
拝

　
　
及
び
賀
詞
交
換
会

　

令
和
7
年
1
月
8
日
（
水
）
陸
修
偕
行
社

は
、
今
年
最
初
の
行
事
で
あ
る
新
春
靖
國
神

社
昇
殿
参
拝
及
び
賀
詞
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

午
前
11
時
15
分
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
参

拝
が
行
わ
れ
、そ
の
後
12
時
に
靖
國
会
館「
九

段
・
玉
垣
・
田
安
の
間
」
に
場
所
を
移
し
、

賀
詞
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
、

佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
秘
書
を
は
じ
め
、
大

塚
海
夫
靖
國
神
社
宮
司
、
自
衛
隊
関
係
者
、

協
力
諸
団
体
に
ご
出
席
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
法
人
会
員
等
併
せ
て
約
1
7
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
、
火
箱
理
事
長
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
（
中
谷
真
一
衆

議
院
議
員
等
）
の
後
、
森
勉
会
長
の
乾
杯
で

賀
詞
交
換
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
久
々
に
旧

交
を
温
め
、
今
年
1
年
の
健
勝
を
祈
念
し
、

岩
田
副
理
事
長
の
締
め
の
乾
杯
で
散
会
し
ま

し
た
。

近
現
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◦　

日　

時　

3
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

13
・
00
〜
17
・
00

◦　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

◦　

テ
ー
マ　
「
戦
後
80
年
を
問
う
」

◦　

基
調
講
演

　
　

�

井
上
寿
一
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
・
前

学
長
）

◦　

パ
ネ
ラ
ー

　
　

�

ケ
ビ
ン
・
ド
ー
ク
氏
（
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ

ン
大
学
教
授
）

　
　

�

千
々
和
泰
明
氏
（
防
衛
研
究
所
主
任
研

究
官
）

◦　

司　

会　

池
田
十
吾
氏

　
　
　
　
　
　
（
国
士
舘
大
名
誉
教
授
）

◦　

参
加
費　

2
千
円
（
当
日
申
受
け
）

陸

修

偕

行

社

慰

霊

祭

◦　

日　

時　

4
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
・
50
〜
14
・
00

◦　

場　

所　

靖
國
神
社

◦　

慰
霊
祭
（
参
拝
）

　
　

受
付
（
参
集
殿
前
）
09
・
30
〜
10
・
15

　
　

時
間　

10
・
50
〜
11
・
40　

　
　

玉
串
料　

2
千
円
（
当
日
申
受
け
）

◦　

直　

会

　
　

場
所　

靖
國
会
館

　
　

受
付
（
靖
國
会
館
）
11
・
20
〜
12
・
00

　
　

時
間　

12
・
00
〜
14
・
00

　
　

会
費　

6
千
円
（
当
日
申
受
け
）

4
月
の
安
全
保
障
講
座

◦　

日　

時　

4
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
17
・
00

◦　

会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

◦　

テ
ー
マ　

�「
陸
上
自
衛
隊
の
直
面
す
る

課
題
と
対
応
」（
仮
）

◦　

講　

師　

森
下
泰
臣
陸
上
幕
僚
長

◦　

参
加
費　

2
千
円
（
当
日
申
受
け
）

◦　

意
見
交
換
会
（
別
途
ご
案
内
）

　
　
　
　
　
　

17
・
10
〜
19
・
00

◦　

参
加
費　

7
千
円
（
当
日
申
受
け
）

5
月
の
安
全
保
障
講
座
（
そ
の
2
）

◦　

日　

時　

5
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社　

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

�「
認
知
空
間
に
お
け
る
戦
い

─
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
─
」

◦　

講　

師　

松
村
五
郎
氏

◦　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

5
月
の
近
現
代
史
講
座

◦　

日　

時　

5
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社　

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

�「
あ
の
戦
争
」
を
何
と
呼
ぶ

べ
き
か

◦　

講　

師　

�

庄
司
潤
一
郎
氏
（
防
衛
研
究

所
研
究
顧
問
）

◦　

参
加
費　

1
千
円
（
当
日
申
受
け
）

ご

寄

付

の

紹

介

　

こ
の
度
、
次
の
方
々
か
ら
多
額
の
ご
寄
付

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ

て
頂
き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

陸
修
会　

様	

53
万
5
7
6
6
円

　

鬼
塚
隆
志　

様　
（
普
通
会
員
）	

5
万
円

　

全
国
紙
管
工
業
組
合　
東
部
地
区
部
会　
様

	

2
万
円

　

竹
内
武
司　

様
（
普
通
会
員
）	

5
千
円

　

陸
士
第
61
期
生
会
様	

11
万
円

　

石
井
清
英 

監
事　

様	

10
万
円

事

務

局

だ

よ

り

　

穴
見
保
雄
財
団
に
よ
る
2
0
2
4
年
度

第
1
回
助
成
金
授
与
式
が
、
令
和
6
年
12

月
11
日
（
水
）
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル

東
急
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

穴
見
保
雄
財
団
は
、
国
家
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
、
自
衛
隊
員
、
自
衛
隊
へ
の
援

護
事
業
に
対
す
る
助
成
並
び
に
サ
イ
バ
ー

空
間
、
宇
宙
空
間
、
災
害
の
分
野
に
お
け

る
安
全
保
障
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
及
び
普
及
啓
発
に
対
す
る
助

公
益
財
団
法
人
穴
見
保
雄
財
団

2
0
2
4
年
度

　

第
1
回
助
成
金
授
与
式事

務
局
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表
紙
の
写
真

「
松
戸
東
漸
寺
桜
雪
」

撮
影
者　

河
野
芳
久　

陸
自
70

（
偕
行
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
長
）

　
　

訃　
　

報

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す

陸
士
55　

小
迫　

尚
春
様　

令
6
・
12
・
21

陸
士
56　

船
江　

正
晴
様　

令
6
・
1
・
24

陸
士
58　

増
田　
　

實
様　

令
5
・
11
・
9

　

同　
　

神
山　
　

寛
様　

令
6
・
12
・
8

陸
士
59　

本
橋　
　

宏
様　

令
6
・
10
・
11

　

同　
　

坪
山　
　

宏
様　

令
6
・
11
・
21

　

同　
　

門
内　

三
郎
様　

令
6
・
12
・
1

　

同　
　

富
岡　

孝
利
様　

令
6
・
12
・
16

陸
士
60　

百
目
鬼　

清
様　

令
6
・
7
・
19

　

同　
　

今
井　

敏
夫
様　

令
7
・
1
・
26

陸
士
61　

垣
野　

啓
一
様　

令
6
・
12
・
9

　

同　
　

天
野　

満
輔
様　

令
6
・
12
・
31

　

同　
　

岩
瀬　

辰
三
様　

令
7
・
1
・
14

広
幼
47　

林　
　

貞
男
様　

令
5
・
6
・
17

陸
自
58　

黒
住　

裕
行
様　

令
6
・
11
・
10

陸
自
61　

杉
之
尾
孝
生
様　

令
6
・
12
・
25

陸
自
69　

重
松　

正
久
様　

令
7
・
1
・
24

日
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
か

な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー

ス
ト
の
大
変
分
か
り
や
す
い
政
策
を
機
関

銃
の
よ
う
に
連
発
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
る

と
こ
ろ
各
国
は
米
国
追
随
で
は
な
く
、
自

助
と
自
国
民
の
利
益
の
追
求
を
求
め
ざ
る

を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
も
真
の
主

体
性
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
▼

2
0
2
4
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受

賞
し
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

の
ア
セ
モ
グ
ル
教
授
と
シ
カ
ゴ
大
学
の
ロ

ビ
ン
ソ
ン
教
授
が
共
同
で
執
筆
し
た
「
国

家
は
な
ぜ
衰
退
す
る
の
か　

権
力
・
繁

栄
・
貧
困
の
起
源
」（
早
川
書
房
）
の
読

破
に
挑
戦
中
で
す
。
著
者
は
「
所
有
権

を
強
化
し
、
平
等
な
機
会
を
創
出
し
、

新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ス
キ
ル
へ
の

投
資
を
促
す
包
括
的
経
済
制
度
は
、
収

奪
的
制
度
よ
り
も
経
済
成
長
に
つ
な
が

り
や
す
い
」
と
説
き
、
政
治
制
度
や
社

会
制
度
が
国
家
の
繁
栄
と
衰
退
を
左
右

し
、
し
か
も
歴
史
の
必
然
で
は
な
く
偶

然
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。
日
本
が
繁
栄

を
維
持
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
衰
退

す
る
の
か
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。（
勝
行
）

　

3
・
4
月
号
を
読
ん
で
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。

投
稿
い
た
だ
い
た
記
事
は
、
ド
イ
ツ
や
義

烈
空
挺
隊
の
慰
霊
顕
彰
、
再
考
日
米
安
保
、

児
玉
神
社
の
現
状
な
ど
戦
後
日
本
の
課
題

の
ほ
か
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
占
領
政
策
、

D
S
E
I　

J
A
P
A
N
、
Y
S
統
裁
用

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
な
ど
今
日
的
課
題
も
あ
り

ま
し
た
▼
陸
修
偕
行
社
と
な
っ
て
約
1
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
偕
行
誌
が
軍
事
や
安

全
保
障
な
ど
の
過
去
と
現
在
と
未
来
を
語

り
、
旧
軍
出
身
者
及
び
そ
の
家
族
と
現
職

幹
部
自
衛
官
と
退
職
幹
部
自
衛
官
と
賛
助

会
員
等
を
繋
ぐ
絆き

ず
なに

な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
▼
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
し
毎

編
集
後
記

成
を
通
じ
、
防
衛
基
盤
の
育
成
強
化
に
貢

献
し
、
も
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
安
全
の

確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活

動
を
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
趣
旨
に
則
す

る
陸
修
偕
行
社
の
事
業
に
対
し
、
令
和
2

年
か
ら
助
成
し
て
頂
い
て
い
る
も
の
で

す
。

　

令
和
6
年
12
月
11
日
の
授
与
式
に
は
、

穴
見
保
雄
財
団
の
理
事
長
、
穴
見
陽
一
氏

か
ら
、
16
個
団
体
に
対
し
助
成
金
授
与
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
陸
修
偕
行
社
か
ら

は
、
火
箱
理
事
長
が
参
列
し
、
授
与
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

令
和
7
年
度

 

寄
付
金（
従
来
の
会
費
）

 

納
付
の
お
願
い

陸
修
偕
行
社
の
会
計
年
度
は
4
月
〜

翌
年
3
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
寄
付

金
（
従
来
の
会
費
）
の
納
付
は
、
年
度
末

ま
で
に
翌
年
度
分
を
前
納
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
に
よ
る
納
付
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
普
通
会
員	

5
千
円

②
家
族
会
員
（
遺
族
、
配
偶
者
、
子
弟
）

	

3
千
円

③
賛
助
会
員
（
個
人
）	

5
千
円

④
賛
助
会
員
（
法
人
）	

3
万
円




